
その取り 組みはどのく ら いの頻度で実施

し ていますか。 また、 どのく ら いの期間

継続し ていますか。

　 週末の土日で何をし よう か計画を立て、 活動

し ています。 四季折々の活動なので、 何をする

かは天気や気分で決定し ます。

その取り 組みを はじ めたき っ かけを 教え

てく ださ い。

　 せっ かく の離島勤務なのだから、 こ の時間を

楽し みたいと 思い行動に移し まし た。 また、 家

族の時間を作るこ と も でき、 同じ 思い出を共有

し たいと 思い、 息子たちと 一緒に活動し ています。

その取り 組みにまつわる エピ ソ ード を で

き るだけ詳し く 教えてく ださ い。

　 活動をするこ と で地元の方々と も 仲良く なれ

まし た。 特に婦人会の方々に島で採れる食材の

美味し い食べ方を教えていただき、 私自身も 料

理のレパート リ ーが増えまし た。 息子は釣り が

好き になり 、 今では自分で魚をさ ばく こ と がで

きます。 辛いこ と は１ つだけあり ます。 私自身

は釣り をし ないのですが、 息子を釣り に連れて

行く ために、 休みの日に朝早起きをし て、 堤防

に付き添う こ と です。 し かし 、 堤防で見るきれ

いな朝日や魚を釣り 上げて喜んでいる息子の顔

を見ると 、「 また連れて行っ てあげよう 」 と 思っ

てし まいます。

あなたにと っ て、 その取り 組みはどんな

時間で すか？　 ま た、 そ の時間があ な

たの人生に変化やプラ スになっ たこ と が

あっ たら 教えてく ださ い。  

　 思春期の息子たちと ゆっ く り 話をし て過ごす

時間は、 こ の環境だから こ そできたのではない

かと 思います。 また、 私自身も 料理のレパート

リ ーが増えたし、 大自然の中でゆっ く り と 過ご

す時間が心を癒やし てく れて、 スト レスなく 過

ごすこと ができまし た。

仕事と の両立で心掛けている こ と はあり

ますか？　 特に仕事以外の時間を どのよ

う に作っ ていますか。 また、 その時間を

作る コ ツ や工夫し ている こ と を 教えてく

ださ い。

　 スト レス発散です。 同僚の先生と 集まっ て大

笑いするこ と でたいていの悩みは吹っ 飛びます。

また、 仕事がたまら ないよう に、 やるべきこ と

はできるだけ早く 済ませます。 あと にため込ん

でし まう と 「 やら ねばなら ない」 と いう 追い込

まれた気持ちになってし まう からです。

今後、 仕事以外で挑戦し たいこ と 、 勉強

し てみたいこ と 、 やっ てみたいこ と 、 目

標などがあり まし たら 教えてく ださ い。

　 英会話です。 今は子育てや仕事で時間を作る

こ と は難し いですが、 子育てが一段落し たら、

海外旅行にも行きたいです。

S さ ん　 　 小学校・ 教諭・ 経験年数 7 年

　 現在三島村にある 硫黄島に住んでいます。 春には大名筍やつわが採れます。 採れた食

材を 使っ て料理を し ます。 1 年を 通し て硫黄島では釣り ができ るので、捕れた魚をさ ばき 、

刺身やフ ラ イ にし て食べます。 毎回考えながら 料理を するこ と が楽し いです。 また島の

海はと ても き れいで最高です。 夏は穴之浜や大浦港など 、 場所によっ て景色の違う 場所

で海水浴を 楽し めます。 寒い時期には、 満天の星空の下、 あたたかい紅茶を 飲んだり 焼

き 芋を 食べたり し ながら 、 ゆっ く り と し た時間を 過ごすこ と で 、 心が癒やさ れます。 季

節に合わせた楽し み方を 考えるこ と が楽し いです。

　 硫黄島はアフ リ カ から 伝わっ た打楽器ジャ ン ベが有名です。 島民の方が講師と なり 、

週に 1 回ワーク ショ ッ プがあり ます。 不定期でアフ リ カ ンダン スのワーク ショ ッ プも あ

り ます。 宝山ホールで島民の方と 一緒にジャ ンベの演奏会も 参加し まし た 。 あの情熱に

溢れるジャ ンベの音色は最高のスト レ ス発散方法です。

こ れから 教職員になる方に向けてメ ッ セージをお願いし ます。

　 教職員には異動がつきも のです。「 住めば都」 と 言いますが、 その地域にし かない行

事や自然、 特産品などその地域を知り 、 いかに楽し むこ と ができるかが大切だと 思いま

す。 環境は自分のスト レスと も 大きく 関わっ てきます。 置かれた環境で楽し み、 充実し

た生活を送れるよう 積極的にまわり の人たちと コ ミ ュ ニケーショ ンを取っ ていきまし ょ

う 。 あなたの周り には家族だけでなく 、 職場・ 地域の人もいます。 あなたのこ と を分かっ

てく れる人をたく さ ん見つけ、 出会った縁を大切につないでいってく ださ い。

仲間の先生方に向けても メ ッ セージをお願いし ます。

　 こ れまで私と 出会いお世話になっ た方々、 また、 こ れから 出会う であろ う 方々、 み

なさ んと 出会っ た縁は、 私を教員と し てだけでなく 、 人と し て成長さ せてく れていま

す。 恥ずかし ながら、 人と の関係づく り は今でも難し いこ と も多く 、 悩むこと もあり ます。

し かし ながら、 助けても ら っ たのも また、 同僚の先生方です。 まだまだたく さ んの人と

出会っ て、 様々な考えを聞かせていただきたいです。 こ れから のたく さ んの出会いを楽

し みにがんばり たいと 思います。
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